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ふるさと

第㊷回

▼
記
録
を
つ
く
る
と
は
？

安
倍
晋
三
前
総
理
は
、
首

相
在
職
２
８
２
２
日
な
ど

数
々
の
記
録
を
残
し
て
、
菅

義
偉
新
総
理
に
移
譲
し
た
。

お
そ
ら
く
今
後
、
そ
の
記
録

は
破
る
の
は
困
難
だ
ろ
う
と

の
判
断
で
、
病
気
を
理
由
に

突
然
の
バ
ト
ン
パ
ス
に
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
政
治
は
結

果
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は

歴
史
に
記
録
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
プ
ロ
セ
ス
と
時
間
経

過
が
関
わ
る
。
本
稿
で
は
「
記

録
」
に
触
れ
な
が
ら
コ
メ
ン

ト
し
た
い
。

記
録
更
新
を
宿
命
と
し
て

課
せ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
ス
ポ

ー
ツ
選
手
で
あ
る
。
特
に
、
時

間
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る

競
技
、
例
え
ば
マ
ラ
ソ
ン
、
１

０
０
㍍
走
、
水
泳
競
技
な
ど

は
、
タ
イ
ム
が
勝
敗
を
決
め

る
。
１
位
、
２
位
の
順
位
は
あ

る
が
、
ラ
ッ
プ
タ
イ
ム
が
競
わ

れ
、
記
録
と
な
る
。
陸
上
の
１

０
０
㍍
の
10
秒
の
壁
は
、
す
で

に
破
ら
れ
て
い
る
。

記
録
を
破
る
と
は
記
録
を

つ
く
る
と
も
い
わ
れ
る
。
つ

く
る
と
は
、
創
作
行
為
で
あ

り
、
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
に
な

る
。

▼
野
球
に
み
る

プ
ロ
セ
ス
と
記
録

プ
ロ
野
球
を
み
て
感
心
す

る
こ
と
が
あ
る
。
高
校
野
球

も
同
様
で
は
あ
る
が
、
プ
ロ

野
球
の
醍
醐
味
は
、
白
球
を

追
う
連
携
プ
レ
イ
に
あ
る
。

小
さ
な
白
い
球
が
ピ
ッ
チ

ャ
ー
の
手
を
離
れ
、
そ
れ
自

身
が
あ
る
宿
命
を
帯
び
て
バ

ッ
タ
ー
の
振
る
バ
ッ
ト
と
の

出
会
い
を
得
、
新
た
な
軌
飛

跡
を
描
く
。
そ
れ
を
観
て
、

内
外
野
手
、
さ
ら
に
は
走
者

も
が
動
く
。
全
員
の
目
線
と

行
為
が
小
球
に
支
配
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
誰
か
の
ミ
ッ
ト
に

納
ま
り
一
コ
マ
が
終
わ
る
。

そ
の
繰
り
返
し
が
、
ド
ラ
マ

を
生
み
出
し
、
勝
負
を
決
し
、

記
録
が
生
ま
れ
る
。
野
球
の

世
界
で
は
、
長
嶋
茂
雄
を
除

き
、
ド
ラ
マ
を
作
ろ
う
と
し

て
も
で
き
る
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
。

し
ば
し
ば
、
暗
黙
知
の
実

例
に
イ
チ
ロ
ー
の
よ
う
な
技

が
例
示
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は

訓
練
に
よ
っ
て
身
に
着
い
た

も
の
で
あ
り
、
偶
然
が
奇
跡

の
よ
う
に
な
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
結
果
が
、
記
録

と
な
る
。「
記
録
」
は
ｒ
ｅ
ｃ

ｏ
ｒ
ｄ
で
あ
り
、「
記
録
す

る
」
は
ｒ
ｅ
ｃ
ｏ
ｒ
ｄ
ｉ
ｎ

ｇ
と
な
る
。
記
録
す
る
は
「
記

録
を
破
る
」
と
も
言
わ
れ
る
。

最
近
の
ス
ポ
ー
ツ
記
事
を

取
り
上
げ
る
と
、
大
相
撲
の

正
代
が
優
勝
し
大
関
と
な
っ

た
。
大
関
昇
進
に
は
、
前
の

三
場
所
で
32
勝
を
上
げ
る
こ

と
が
基
準
と
な
っ
て
お
り
、

実
は
１
勝
だ
け
足
り
な
か
っ

た
が
、
日
頃
の
勝
敗
と
優
勝

の
実
績
で
、
大
関
昇
進
の
花

を
添
え
た
。
こ
う
し
て
新
た

な
記
録
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

結
果
と
共
に
プ
ロ
セ
ス
が
重

視
さ
れ
る
例
で
あ
る
。

▼
写
真
の
撮
影
と
記
録

別
の
例
で
、「
記
録
」
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。
20
年

も
前
の
こ
と
、
筆
者
が
勤
め

て
い
た
大
学
の
研
究
室
で
お

世
話
に
な
っ
た
教
授
が
定
年

を
迎
え
た
。
同
窓
会
誌
に
思

い
出
を
寄
稿
し
て
頂
く
こ
と

に
な
り
、
顔
写
真
を
筆
者
が

撮
る
こ
と
に
な
っ
た
。
カ
メ

ラ
を
構
え
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

を
覗
い
た
。
そ
の
小
さ
な
四

角
の
フ
レ
ー
ム
の
中
に
見
え

た
も
の
は
、
そ
の
教
授
の
一

生
が
反
映
し
た
「
顔
」
で
あ

り
、
外
観
の
表
情
の
中
に
浮

か
ぶ
内
面
が
明
確
に
、
に
じ

み
出
て
い
た
。
一
瞬
の
出
来

事
で
は
あ
っ
た
が
、
フ
ァ
イ

ン
ダ
ー
の
上
に
「
昇
華
」
と

い
う
言
葉
が
現
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
そ
の

教
授
と
筆
者
と
の
関
係
が
、

カ
メ
ラ
を
構
え
た
こ
と
に
よ

る
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
、
写
真
を
み
る
観
察
者
の

そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
異
な
る

記
録
と
な
り
、
記
録
は
主
観

で
あ
る
と
も
い
え
る
。
例
え

ば
、
図
書
館
は
、
あ
ら
ゆ
る

記
録
の
収
蔵
庫
で
あ
る
。
が
、

大
事
な
こ
と
は
、
そ
の
記
録

の
活
か
し
方
で
あ
る
。

▼
プ
ロ
セ
ス
の
違
い

―
技
術
と
技
能

筆
者
は
、
技
術
史
や
技
術

史
教
育
の
研
究
を
し
て
い
た

が
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
技

術
」
と
「
技
能
」
に
つ
い
て
定

義
し
た
こ
と
が
あ
る【
註
１
】。

一
般
に
、
技
術
は
、
科
学

技
術
を
前
提
と
し
て
も
の
づ

く
り
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
。
し
か
も
、
新
技
術
と

か
、
先
進
技
術
の
よ
う
に
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
対
象
と
し
て
言

わ
れ
る
。
し
か
し
、
技
術
は
、

も
の
づ
く
り
に
関
わ
る
の
で

は
な
く
、
自
動
車
の
運
転
技

術
、
翻
訳
の
技
術
、
あ
る
い
は

読
書
や
語
り
、
さ
ら
に
は
作
文

や
校
正
な
ど
に
お
い
て
も
、
技

術
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

冒
頭
に
述
べ
た
政
治
も
技
術

の
対
象
と
さ
れ
る
。

筆
者
は
、
技
術
と
は
、「
経

験
を
通
し
て
獲
得
し
た
対
象

行
動
へ
の
優
れ
た
適
応
力
」
と

定
義
し
た
。
こ
の
定
義
で
、

「
経
験
」「
対
象
行
動
」「
優
れ

た
適
応
力
」
が
要
と
な
る
。
技

術
は
、
経
験
か
ら
生
ま
れ
る
。

技
術
に
は
、
目
的
で
あ
る
対
象

が
あ
る
。
そ
し
て
、
技
術
は
、

優
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
の
試
行
錯
誤
（
ト
ラ

イ
＆
エ
ラ
ー)

の
所
作
や
方
法

は
「
技
術
」
と
は
言
わ
な
い
。

何
か
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す

追
い
や
後
処
理
で
は
都
合
が

つ
か
な
い
作
業
や
業
務
が
「
技

能
」
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

ゆ
え
に
、
技
能
は
決
し
て
技

術
に
比
べ
て
劣
る
も
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
瞬
時
対
応
や

処
理
す
る
こ
と
が
課
せ
ら
れ

た
高
度
技
術
を
さ
す
と
も
い

え
る
。

▼
プ
ロ
セ
ス
と
ア
ウ
ト
カ
ム

技
術
や
技
能
と
い
う
「
技
」

が
、
勝
敗
を
決
め
記
録
を
つ

く
る
。
そ
の
記
録
を
つ
く
る

た
め
に
、
技
術
開
発
や
技
能

訓
練
を
行
う
。
こ
う
し
て
、

技
術
や
技
能
の
働
き
が
、
従

来
の
状
態
や
状
況
を
変
え
、

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
（
新
局
面
）

を
作
り
出
す
。
そ
の
結
果
が
、

記
録
を
塗
り
替
え
る
と
い
う

結
果
や
成
果
を
生
み
出
す
こ

と
に
な
る
。
最
近
、
そ
う
し

た
結
果
や
成
果
を
「
ア
ウ
ト

カ
ム
」
と
い
う
が
、
プ
ロ
セ

ス
あ
っ
て
の
結
果
と
な
る
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
開
発
な
ど
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
対
応
す
る
新
技

術
が
明
確
な
イ
ノ
ベ
イ
シ
ョ

ン
と
し
て
導
入
さ
れ
る
。
こ

れ
は
新
技
術
で
あ
り
、
目
標

設
定
に
向
か
っ
て
取
り
組
み

や
方
法
に
時
間
を
掛
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
政

治
の
判
断
や
施
策
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
の
で
あ
る
が
、

明
ら
か
に
技
能
と
は
異
な
る

も
の
で
あ
る
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
適
用
す
る
政

治
や
取
り
組
み
は
技
術
で
あ

り
、
記
録
が
重
視
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、
進
歩
や
改
善
へ
の

土
台
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

高
い
目
標
値
の
設
定
と
そ
の

進
捗
の
記
録
は
、
そ
れ
を
破

る
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
事

態
を
適
切
に
推
移
さ
せ
る
た

め
に
必
要
な
デ
ー
タ
で
あ
る
。

事
態
を
順
調
に
進
行
さ
せ

る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
面
白

い
表
現
と
し
て
、「
大
い
な
る

誤
解
の
駆
動
力
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

未
発
達
の
幼
児
は
、
生
き

る
た
め
に
ミ
ル
ク
を
必
要
と

し
、
そ
れ
を
与
え
て
く
れ
る

人
に
、
可
愛
い
笑
顔
を
与
え

る
。
笑
顔
を
み
る
と
ま
す
ま

す
そ
れ
に
答
え
る
た
め
に
、

ミ
ル
ク
を
与
え
る
。
こ
の
連

鎖
は
、
笑
顔
に
よ
っ
て
誘
導

さ
れ
た
原
因
と
結
果
の
連
鎖

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
笑

顔
は
楽
し
い
、
嬉
し
い
か
ら

笑
う
の
で
は
な
く
本
能
と
し

て
発
せ
ら
れ
る
も
の
で
、「
新

生
児
微
笑
」
と
も
い
わ
れ
る

【
註
２
】。

野
球
の
場
合
、
白
球
が
味

方
も
敵
方
も
行
動
を
導
く
指

針
と
な
る
。
そ
の
指
針
（
白

球
）
は
行
動
を
明
確
に
す
る

ツ
ー
ル
で
あ
り
、
明
確
な
駆

動
力
と
な
る
。
こ
の
場
合
、

白
球
は
笑
顔
で
あ
り
、
記
録

を
つ
く
る
。
そ
れ
に
は
、
技

術
や
技
能
が
と
も
な
う
。

さ
て
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

分
野
に
お
い
て
も
、
さ
ら
に

地
域
や
ふ
る
さ
と
に
お
い
て

も
、「
笑
顔
」
や
「
白
球
」
が

も
つ
役
割
を
「
記
録
」
が
担

う
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
、

「
大
い
な
る
誤
解
の
駆
動
力
」

と
し
て
さ
え
、
期
待
し
た
い
。

【
註
１
】「
技
能
」
に
つ

い
て

の
一
考
察
、
佐
藤
建
吉

https://www.jstage.jst.go.
jp/article/jsm

et
sd/2009/0/2009_77/_pdf/-
char/ja

【
註
２
】
は
い
チ
ー
ズ
！clip

https://clip.8122.jp/41448/

る
と
き
の
最
適
で
要
領
を
得

た
方
法
が
、
技
術
で
あ
り
、
そ

の
背
景
に
は
、
科
学
（
一
部
重

な
る
が
科
学
技
術
）
が
裏
打
ち

さ
れ
て
い
る
の
が
望
ま
し
い
。

技
術
は
、
経
験
が
前
提
と
さ
れ

る
の
は
、
時
間
を
要
す
る
の
は

構
わ
な
い
。
む
し
ろ
、
目
的
と

す
る
結
果
が
大
事
と
な
る
。

次
に
、
類
似
の
言
葉
に
「
技

能
」
が
あ
る
。
技
能
は
、
技

術
に
比
較
し
て
軽
視
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
本
当
は
、「
技

能
」
の
方
が
、
即
時
性
と
い

う
面
に
お
い
て
、
技
術
よ
り

優
れ
て
い
る
。
筆
者
の
定
義

に
よ
れ
ば
、
技
能
と
は
「
経

験
や
訓
練
に
よ
り
獲
得
さ
れ

た
対
象
行
為
へ
の
瞬
時
の
達

成
能
力
」
で
あ
る
。
技
能
の

場
合
に
は
、「
瞬
時
」
が
要
件

と
な
る
。

例
え
ば
、
旋
盤
作
業
で
は
、

高
速
回
転
す
る
被
加
工
物
（
ワ

ー
ク
）
に
刃
物
（
バ
イ
ト
）

を
当
て
て
削
る
と
き
に
、
ゆ

っ
く
り
と
作
業
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
瞬
時
に
適
切
に

仕
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

同
時
通
訳
も
、
例
え
ば
英

語
を
日
本
語
に
翻
訳
す
る
の

に
次
々
と
発
せ
ら
れ
る
言
葉

を
、
あ
と
で
言
い
直
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
英
検
が
、「
実

用
英
語
検
定
技
能
」
と
言
わ

れ
る
所
以
が
こ
こ
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
行
動
が
す
べ

て
時
間
的
に
前
向
き
で
、
後

◆ 第10回 農 業Week（国 際 農 業 資 材 
EXPO ／国際 次世代農業 EXPO ／国
際 6次産業化 EXPO）
会 期：2020年10月14日（水 ）～ 16日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 18：00
（最終日は17：00まで）▷会場：幕張
メッセ（千葉市美浜区中瀬2-1）▷入
場料：事前登録の上で招待券持参で
無料／招待券が無い場合は5,000円
▷主催：リード エグジビション ジ
ャパン/問合せ先：03-3349-8511

◆NPO法人農都会議バイオマスアカデ
ミー　出版記念講演会『実務で使う
バイオマス熱利用の理論と実践』～
木質バイオマス熱利用のさらなる拡
大をめざして～
会期：2020年10月15日（木）▷開催時
間：14：30 ～ 16：30（受付開始14：
00 ～）▷会場：日比谷コンベンショ
ンホール・大ホール（東京都千代田
区日比谷公園1-4 日比谷図書文化館
B1F）▷対象：バイオマス熱利用関係
事業者、森林・林業・木材業、環
境・エネルギー政策・防災・地方創
生に関心のある企業、地域住民、団
体、行政、研究者、学生・市民・

NPO/NGO等▷参加費：3,000円（資料・
新刊書籍進呈）▷主催：NPO法人農都
会議 バイオマスアカデミー /申込
み先：https://ux.nu/3JOUf

◆第9回「ふくしま再生可能エネルギ
ー 産 業 フ ェ ア 」（REIFふ く し ま
2020）
会 期：2020年10月28日（水 ）・29
日（木）▷開催時間：10：00 ～
17：00▷会場：ビッグパレット
ふくしま（福島県郡山市南二丁目
52番地）▷入場料：無料（事前登
録制）▷主催：福島県／公益財団
法人福島県産業振興センター /
問合せ先：024-959-1961

◆ENEX2021 第45回地球環境とエネル
ギーの調和展（Energy and Environ
ment Exhibition） ／ DER Japan 
2021(Distributed Energy Resourc
es Japan)
会 期：2020年12月9日（水 ）～ 11日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：00
▷会場：東京ビッグサイト西2ホー
ル＆会議棟（東京都江東区有明3-11-
1）▷主催：ENEX＝一般財団法人省エ
ネルギーセンター／ DER Japan＝ 
株式会社JTBコミュニケーションデ
ザイン/問合せ先：展示会事務局03-
5657-0762（JTBコミュニケーション

デザイン内）
◆第15回再生可能エネルギー世界展示

会＆フォーラム RENEWABLE ENER
GY 2020
会 期：2020年12月9日（水 ）～ 11日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：00
▷会場：東京ビッグサイト南1・2ホ
ール（東京都江東区有明3-11-1）▷主
催：再生可能エネルギー協議会/問
合せ先：展示会事務局03-5297-8855

（シ－・エヌ・ティ内）
◆環境・エネルギー展

会 期：2020年11月25日（水 ）～ 27日
（金）▷開催方法：オンライン▷主催：
株式会社エボルト/問合せ先：htt
ps://energy.evort.jp/

●再エネ事業の系統接続問題 シンポ
ジウム＆相談会
会期：2020年10月10日（土）▷開催時
間：13：30 ～（開場13：00 ～）＊第
一部・シンポジウム（13：30 ～ 15：
20）／ 第 二 部・ 相 談 会（15：30 ～
17：00）▷開催場所・方法：福岡弁
護士会館（福岡市中央区六本松4丁目
2-5）／ Zoom ＊新型コロナウイルス
の状況に鑑みてZoomのみの開催とな
る可能性あり▷参加費：無料（要事
前登録）▷主催：RESuLT ～再エネ応

援弁護団／えねべん/問合せ先：htt
ps://peatix.com/event/1593633

●オンライン商品勉強会「新エネルギ
ー新聞ウェビナー」：Upsolar Japan
会期：2020年10月13日（火）▷開催時
間：17：00 ～ 18：00▷開催方法：
オンライン▷定員：50名▷参加費：
無料（要事前登録）▷主催：株式会社
新農林社『新エネルギー新聞』/問
合 せ 先：http://www.newenergy-
news.com/

●NPO法人農都会議 10月オンライン
勉強会「林業・木質バイオマス発電
の持続可能性を考える」～木質バイ
オマスエネルギー利用の方向性～
会期：2020年10月26日（月）▷開催時
間：18：00 ～ 20：30（入場開始17：
45 ～）▷開催方法：オンライン▷定
員：100名（申込み先着順）▷参加費：
一般1,000円／会員・学生500円▷主
催：NPO法人農都会議 バイオマスWG
／農都交流・地域支援G/問合せ先：
h t t p s : / / p e a t i x . c o m / e v e
nt/1625408/view

●第42回風力エネルギー利用シンポジ
ウム
会 期：2020年11月26日（木 ）・27日

（金）▷開催時間：＜26日・依頼講演
な ど ＞9：30 ～ 17：00 ／ ＜27日・

一般研究発表＞9：00 ～ 17：00▷開
催方法：オンライン▷参加費予定価
格：日本風力エネルギー学会正会員
(個人会員/団体会員)・協賛・後援
団体所属者＝2万円／会員学生・一
般学生・個人会員で70歳以上＝
3,000円／一般＝2万5,000円▷主催：
一般社団法人日本風力エネルギー学
会/問合せ・申込み：https://jweas
ympo.confit.atlas.jp/login

◆ESSJ（Energy Storage Summit Jap
an）2020 International Conference 
for Energy Network・Teaming・in
novation ～付加価値創造に向けた
エネルギーのネットワークと協働と
革新～
会期：2020年12月8日（火）▷開催
時間：10：00 ～ 17：30▷開催方
法：オンライン▷参加費：要問
合せ▷内容詳細：https://essj.
messe-dus.co.jp/fileadmin/ens
tor/uploads/ESSJ2020_flyer_we
binar_09082020.pdf▷主催：株
式会社メッセ・デュッセルドル
フ・ジャパン/問合せ先：03-
5210-9951

新エネルギー関連
イベントカレンダー（10月～ 12月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会


